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沼
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子
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一
般
質
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・
平
成
２
７
年
６
月
現
在
で
資
格
証
明
書
１
６
４
世
帯
、
短
期
保

険
証
８
８
４
世
帯
発
行
し
た
。
こ
れ
ら
は
交
付
す
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
納
税
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
納
付
相
談
の
機
会
を
増

や
し
実
情
を
聞
く
手
段
と
と
ら
え
て
い
る
。 

・
差
し
押
さ
え
に
つ
い
て
は
法
令
を
遵
守
し
て
行
っ
て
お
り
、
学

資
保
険
も
通
常
の
生
命
保
険
と
同
様
と
し
て
差
し
押
さ
え
を
し

て
い
る
。 

・
窓
口
払
い
を
な
く
す
こ
と
で
医
療
費
が
増
加
す
る
と
し
て
国
は

２
０
０
０
万
円
の
国
庫
負
担
金
の
減
額
調
整
を
し
て
い
る
。
県
内

の
市
町
村
と
共
に
減
額
調
整
廃
止
の
要
望
を
国
に
行
っ
て
い
く
。 

・
広
域
化
で
市
は
県
に
納
付
金
を
納
め
る
。
そ
の
納
付
金
を
市
が

保
険
料
と
し
て
徴
収
す
る
。
広
域
化
さ
れ
て
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
と
感
じ
る
と
思
う
。
人
間
ド
ッ
ク
助
成
２
万
円
は
多
く
の
人

に
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に
と
決
定
し
た
。 

―１― 

 

本庄ケーブル 

テレビから掲載 

保
険
税
の
引
き
下
げ
な
ど
、 

国
民
健
康
保
険
の
問
題
点
の
改
善
に
つ
い
て 

 

質
問 

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
国
保
以
外
の
公
的
医
療
保

険
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
々
が
す
べ
て
加
入
し
て
い
る
の
で

他
の
公
的
医
療
保
険
に
比
べ
て
高
齢
者
や
無
職
者
の
加
入
が

多
く
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
本
庄
市
は
保
険
給
付
費
の
大
幅
な
増
加

に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
の
増
加
を
解
消
す
る

た
め
と
し
て
、
２
０
１
１
年
（
平
成
２
３
年
）
に
１
世
帯
あ
た

り
２
万
１
２
０
０
円
、
２
０
１
３
年
（
平
成
２
５
年
）
に
１
世

帯
あ
た
り
２
万
１
０
８
０
円
の
保
険
料
の
値
上
げ
を
行
っ
て

い
る
。 

そ
の
結
果
、
市
民
１
人
あ
た
り
の
所
得
が
低
い
中
、
所
得
に

占
め
る
保
険
料
率
は
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る

現
実
が
あ
る
。 

◆
４
人
世
帯
で
妻
が
４
５
歳
、
高
校
生
と
中
学
生
の
世
帯
で
総

所
得
２
０
０
万
円
の
場
合
１
６
，
８
％
、
総
所
得
３
０
０
万
円

で
１
６
，
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
最
高
で
あ
る
。
お
な

じ
世
帯
で
他
市
を
見
れ
ば
、
熊
谷
市
で
１
２
，
２
％(

２
０
０
万

円
世
帯)

、
１
１
，
９
％(

３
０
０
万
円
世
帯)

で
あ
り
、
本
庄
市

は
も
の
す
ご
い
高
さ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
伺
う
。 

◆
ま
た
、
保
険
税
の
滞
納
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
、
学
資
保
険

が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
と
聞
く
が
、
差
し
押
さ
え
に
つ
い
て
の

取
り
扱
い
、
資
格
証
明
書
の
発
行
を
止
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。 

◆
障
害
者
や
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を
自
治
体
独
自
で
行

っ
て
い
る
場
合
、
財
政
調
整
交
付
金
が
減
額
さ
れ
る
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
の
問
題
、
高
す
ぎ
る
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
る
か
伺
う
。 

◆
２
０
１
８
年
か
ら
の
国
保
が
県
単
位
に
広
域
化
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
本
庄
市
の
人
間
ド

ッ
ク
の
補
助
は
、
２
万
円
と
近
隣
と
比
較
し
て
少
な
い
が
、
な

ぜ
、
近
隣
よ
り
低
い
の
か
、
そ
の
理
由
と
引
き
上
げ
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。 

 

答
弁 

本
庄
市
の
療
養
給
付
費
は
県
内
市
の
中
１
６
位
で
平

均
よ
り
１
万
円
高
く
な
っ
て
い
る
。
保
険
税
は
平
均
よ
り
約
４

６
０
０
円
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
法
定
外
繰
入
金
は
１
人
あ

た
り
５
１
８
７
円
、
深
谷
市
は
２
万
７
１
３
２
円
、
熊
谷
市
は

１
万
９
３
０
５
円
で
、
財
政
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
る
も
の
の

赤
字
補
填
の
た
め
法
定
外
繰
入
が
必
要
で
あ
る
。
医
療
費
は
今

後
ま
す
ま
す
高
額
に
な
る
傾
向
に
あ
る
の
で
保
険
税
を
引
き

下
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 
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他市に比べ多く発行されている資格証明書（2015年４月現在） 

 本庄市 176、深谷市 6、熊谷市 0，秩父市 37、上里町 21、美里

町 0、神川町 1、寄居町3、横瀬町 4、皆野町 14、長瀞町 0、小鹿野

町 0、 

（0の自治体は県内で 23、本庄市より多い自治体は2自治体） 

 

増額が求められる人間ドック助成金 

 本庄市 上限 2 万円     

 上里町 人間ドック 2万 5千円まで、脳ドック2万 5千円まで 

     併診ドック（人間ドックと脳ドック）4万 5千円まで 

 美里町 人間ドック 2万 5千円まで、脳ドック2万 5千円まで 

     併診ドック（人間ドックと脳ドック）4万円まで 

 神川町 上限 2 万5千円（人間ドック、脳ドック、併用ドック共通） 

※対象者 35歳以上（本庄市、美里町）30歳以上（上里町、神川町） 



 

２
０
１
６
年
度
予
算
に
反
対 ―

日
本
共
産
党
― 

一
昨
年
の
消
費
税
８
％
へ
の
増
税
の
影
響
は
政
府
の
予
想
を
超
え
た
深
刻

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
よ
り
、
大
企
業
や
一
部
の
富
裕
層
に
は
大

き
な
恩
恵
が
あ
り
ま
し
た
が
国
民
に
は
多
く
の
苦
し
み
が
強
い
ら
れ
、
格
差

が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
の
「
充
実
」
に
あ
て
ら
れ
る
消

費
税
は
増
税
分
の
１
６
％
に
す
ぎ
ず
、
年
金
、
医
療
、
介
護
、
生
活
保
護
費

の
削
減
な
ど
が
国
民
を
ま
す
ま
す
苦
し
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
地
方
自
治
体
の
果
た
す
役
割
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
こ
と
を
指
摘
し
て
以
下
の
問
題
点
や
改
善
す
べ
き
点
を
上
げ
て

討
論
し
ま
し
た
。 

 

◎ 

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
資
本
金
１
億
円
以
上
の
企
業
に
対
し
、
９
，

７
％
か
ら
１
２
，
１
％
の
不
均
一
課
税
を
課
し
た
場
合
、
２
０
１
５
年

度
実
績
で
み
た
場
合
、
２
４
２
社
、
約
５
，
４
０
０
万
円
の
収
入
が
見

込
ま
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
か
た
ち
で
増
収
を
図
る
検
討
を
す
べ
き
。 

◎ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
金
を
ふ
や

し
て
不
安
定
社
会
の
中
で
健
康
を
保
持
し
、
安
心
で
き
る
施
策
を
進
め

る
こ
と
。 

◎ 

ま
た
、
国
保
広
域
化
の
な
か
で
、
全
体
で
昨
年
今
年
と
公
費
３
４
０
０

億
円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
有
効
に
使
う
こ
と 

  

議長は 岩崎 信裕氏に 

◎議長選結果 (総数２１票)（敬称略） 

 岩崎 信裕 １９票，  

柿沼 綾子 １票   無効１票 

◎副議長選結果 (総数２１票) 

 小暮 ちえ子 １９票  

柿沼 綾子 1 票   無効１票 

 

［２０１５年度の政務活動費報告］ 

  年間１９２，０００円（限度額） 

柿沼綾子  

支出合計 ２８６，３５４ 円 

(広報費、資料購入費等)  

※詳しくは市議会事務局で御覧ください 

 

柿沼綾子議員の所属  

総務常任委員会副委員長 

 本庄上里学校給食組合議会議員 

 民生委員推薦会委員 

 
 

国
民
健
康
保
険
会
計
予
算
に
反
対 

 

柿
沼
綾
子
議
員 

２
０
１
４
年
平
成
２
６
年
度
決
算
で
の
法
定
外
一
般
会
計
繰
入
は
１
億
１

９
４
７
万
円
と
近
隣
や
県
内
と
比
較
し
て
も
４
分
の
１
程
度
と
大
変
少
な
い

こ
と
、
短
期
保
険
証
７
４
３
件
、
資
格
証
１
６
２
件
の
発
行
も
、
埼
玉
県
内

の
他
市
と
比
較
し
て
も
ず
ば
抜
け
て
多
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
繰
入
の

増
額
、
資
格
証
な
ど
の
発
行
を
止
め
る
こ
と
を
求
め
て
反
対
し
ま
し
た
。 

（
関
連
記
事
は
裏
面
の
国
保
関
連
一
般
質
問
に
詳
し
く
記
載
） 
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司
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2015年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
可
決

2016年度国民健康保険会計 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
可
決

2016年度一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
可
決

　　３月議会の主な議案に対する議員(会派）の態度 (○は賛成、×は反対、敬称略）

市議団　大地平政倶楽部 
　　　　　　　　会派及び議員名
　
　議　　　案

結
果

市議団未来 公明党 無会派

―２― 

本
庄
市
議
会
三
月
定
例
会
報
告 

２
月
２
５
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
本
庄
市
議
会
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
は
３
月

２
３
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
設
置
条
例
、
本
庄
市
行
政
不
服
審
査
会
条
例
、

職
員
、
議
員
、
市
長
な
ど
の
給
与
や
報
酬
に
関
す
る
条
例
の
改
正
、
の
ほ
か
、
２
０
１
５

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
２
０
１
６
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
予
算
な
ど
、
計
４
８
議
案
が
提
案
、
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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